
林
業
を
再
生
す
る
自
伐
方
式
（
２
０
１
６
・
３
・
２
） 

  

日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
大
国
で
あ
る
。
国
土
面
積
あ
た
り
森
林
面
積
比
率
は
六
八
％
で
世
界
二
〇
位
で
あ
る
が
、
上
位

の
大
半
は
セ
ー
シ
ェ
ル
や
パ
ラ
オ
な
ど
小
国
の
島
国
で
あ
り
、
一
定
面
積
以
上
の
国
家
で
日
本
以
上
の
比
率
は
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
（
七
三
％
）
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
六
九
％
）
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
口
密
度
は
平
方
㌔
㍍
あ
た
り
一

六
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
二
一
人
で
、
日
本
の
三
四
三
人
と
は
大
差
で
あ
り
、
日
本
の
数
値
は
際
立
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
森
林
を
資
源
と
す
る
林
業
と
な
る
と
様
相
は
一
変
す
る
。
六
〇
年
代
に
木
材
の
輸
入
規
制
が
撤
廃
さ
れ
る
以

前
の
国
産
比
率
は
九
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
が
、
八
〇
年
に
三
三
％
、
九
〇
年
に
二
八
％
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
九
％
と
激
減
、

林
業
の
産
業
規
模
も
八
〇
年
の
一
兆
一
六
〇
〇
億
円
を
頂
点
に
急
速
に
縮
小
し
、
最
近
で
は
四
千
億
円
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
反
映
し
て
林
業
就
業
者
数
も
六
〇
年
の
四
四
万
人
か
ら
最
近
で
は
約
五
万
人
ま
で
減
少
し
、
し
か
も
高
齢
化
率
は
二

五
％
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
驚
嘆
す
る
数
字
は
林
家
の
所
得
で
あ
る
。
保
有
す
る
森
林
面
積
が
二
〇
㌶
以
上
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大

規
模
林
業
家
の
年
間
所
得
が
〇
六
年
に
四
九
万
円
、
〇
七
年
に
二
九
万
円
、
〇
八
年
に
一
〇
万
円
と
い
う
少
額
で
あ
る
。
す

で
に
産
業
と
い
う
水
準
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
府
が
森
林
を
統
合
し
て
面
積
を
拡
大
し
、
大
型
機
械
を
導

入
し
た
森
林
組
合
が
一
括
し
て
施
行
す
る
と
い
う
経
営
形
態
に
し
、
補
助
も
森
林
組
合
を
対
象
に
す
る
と
い
う
政
策
を
推
進

し
た
結
果
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
政
策
と
は
真
逆
の
林
業
が
民
間
か
ら
登
場
し
は
じ
め
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
紹
介
す
る
と
、

四
国
の
四
万
十
川
流
域
で
、
林
業
に
経
験
の
な
か
っ
た
男
女
二
人
の
若
者
が
簡
単
な
講
習
で
技
術
を
習
得
し
、
数
㌶
の
森
林

を
山
主
か
ら
借
用
し
て
林
業
を
開
始
し
た
。
自
身
で
大
型
機
械
を
購
入
す
る
従
来
の
方
式
で
は
な
く
、
小
型
機
械
と
小
型
ト

ラ
ッ
ク
を
賃
借
し
、
そ
れ
ら
が
通
行
可
能
な
作
業
道
路
を
自
力
で
開
拓
し
て
、
木
材
の
伐
採
と
搬
出
を
す
る
方
式
で
あ
る
。 

 

約
三
ヶ
月
の
作
業
で
、
作
業
道
路
整
備
へ
の
補
助
と
伐
採
し
た
建
設
用
材
の
販
売
で
一
四
〇
万
円
、
雑
木
を
付
近
の
温
泉

施
設
の
木
材
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
販
売
し
て
一
二
万
円
の
収
入
が
あ
り
、
経
費
を
差
引
い
て
二
人
で
一
二
〇
万
円
の
利

益
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
月
当
た
り
の
利
益
は
一
人
二
〇
万
円
で
あ
る
が
、
前
述
の
大
規
模
林
業
家
の
年
間
所
得
の

二
倍
で
あ
る
か
ら
一
種
の
革
命
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
自
伐
方
式
林
業
と
名
付
け
ら
れ
、
全
国
各
地
で
若
者
が
参
入
し
は
じ

め
て
い
る
。 

 

こ
の
成
功
は
、
日
本
の
一
次
産
業
に
欠
如
し
て
い
た
視
点
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。
林
業
の
み
な
ら
ず
、
農
業
も
漁
業
も

本
来
は
地
域
の
環
境
条
件
に
対
応
す
る
多
様
な
産
業
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
は
規
模
の
拡
大
、
均
質
な
産
品
、
広
大

な
市
場
と
い
う
二
次
産
業
を
指
向
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
型
機
械
の
導
入
を
前
提
と
す
る
規
模
の
経
済
を
目
指

し
て
き
た
が
、
そ
の
初
期
投
資
を
回
収
す
る
た
め
に
林
家
が
苦
戦
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
自
伐
方
式
林
業
は
対
極
に

あ
る
。 

 

既
存
の
林
業
は
自
然
相
手
の
産
業
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
資
本
で
あ
る
自
然
の
価
値
を
毀
損
す
る

方
式
で
も
あ
る
。
大
型
機
械
で
は
樹
木
を
選
別
し
て
伐
採
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
全
山
皆
伐
と
な
り
、
市
場
価
値
の

な
い
雑
木
は
斜
面
に
放
置
さ
れ
る
。
そ
れ
は
急
峻
な
斜
面
に
造
成
さ
れ
た
幅
広
い
作
業
道
路
と
と
も
に
、
森
林
環
境
を
破
壊

し
、
伐
採
以
上
の
費
用
を
か
け
て
植
林
を
し
て
も
、
数
十
年
間
は
再
生
さ
れ
な
い
森
林
が
全
国
各
地
に
出
現
す
る
結
果
に
な

る
。 

 

エ
コ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
森
林
の
場
合
、
木
材
生
産
以
外
の
水
源
維
持
、
酸
素
生
成
、
斜
面
崩
壊

防
止
な
ど
、
市
場
価
値
に
は
勘
定
さ
れ
な
い
が
、
環
境
に
も
た
ら
す
恩
恵
を
金
銭
換
算
す
る
概
念
で
あ
る
。
日
本
の
森
林
の

価
値
は
年
間
七
〇
兆
円
と
推
計
さ
れ
、
林
業
生
産
四
千
億
円
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
自
伐
方
式
林
業
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
の
視
点
か
ら
は
重
要
な
産
業
形
態
で
あ
り
、
環
境
時
代
に
注
目
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
。 


